
【始動】『奥萩谷の森』プロジェクト。後世へ遺せる里山を目指して 

 
会員の皆様、いつも温かいご支援をありがとうございます。 

かねてより準備を進めてまいりました、『光輝く豊かな里山へと蘇らせるプロジェクト』が、い
よいよ本格的に動き出しました。私たちは、この場所を『奥萩谷の森（おくはぎたにのもり）』
と名付けました。 
 
私たちが目指すのは、光輝く「奥萩谷」の原風景 
かつて「奥萩谷」の地で、人と自然が共生していたであろう、明るく豊かな里山の姿。それを
私たちにより復活させ、緑豊かな里山へ再生しましょう。 
現在は光を失い、静まり返っているこの森に、再び太陽の光を届け、多様な命が息づく環境を
取り戻します。そして、私たちの活動が周辺の山林所有者にとっての「希望のモデルケース」
となり、地域全体の山々が再び輝き出すきっかけとなることを目指します。 
 
これまでの歩み 
『奥萩谷の森』としての境界確認を行い、その名を刻んだ看板を入り口に掲げました。これ
は、私たちが責任を持ってこの地を育んでいくという決意の証でもあります。 
 
これからの展望 
1． 光の道づくり（間伐）： 密集した木々を整理し、森に明るさを取り戻す。 
2． 集いの拠点作り： 会員の皆様が訪れた時、癒やしと安らぎをもたらす「ベースキャンプ」

を設営します。 
3． 森の再生と継承： 森を整備し、次世代へ繋ぐ生態系の保全を行います。 
 

会員の皆様へ 
『奥萩谷の森』蘇っていくプロセスは、一つの大きな物語です。会員の皆様に、その物語の
「目撃者」であり「共創者」になってほしいと願っています。 
 
「こんな森になったらいいな」という皆様の声を、ぜひお聞かせください。 
いつか、緑豊かな『奥萩谷の森』で、皆様と過ごすことができる日々を心から楽しみにしてお
ります。 
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